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定期人事異動

退職のご挨拶 長い間、お世話になりました。
この度、8月31日をもちまして、退職
することとなりました。
在職中は皆様にひとかたならぬお世話
になり、厚く御礼申し上げます。長い歳
月大過なく勤めることができましたの
も、ひとえに皆様のご支援とご厚情の賜
物と深く感謝いたしております。
何卒、今後とも変わらぬご厚誼をお願
い申し上げます。 営農経済部 部長

（定年）

小谷　節夫

大田中央支店 支店長
（定年・再雇用）

大野　浩三

退　職　正職員� 令和元年８月31日付
氏　名 部　署・役　職

小　谷　節　夫 営農経済部　　部長
大　野　浩　三 大田中央支店　支店長

　　　　契約職員
氏　名 部　署

岡　本　典　子 大田中央支店

地区本部へ帰任� 令和元年９月１日付
氏　名 新 部 署・役　職 旧 部 署・役　職

大　原　弘　行 企画総務部　企画推進課　課長 本店　総務部　総務課　課長補佐

地区本部内異動　正職員� 令和元年９月１日付
氏　名 新 部 署・役　職 旧 部 署・役　職

谷　本　康　治 営農経済部　　部長 営農経済部　畜産課　課長
岩　谷　健　一 営農経済部　　畜産課　課長 大田東支店　支店長
山　根　むつみ 大田中央支店　支店長 企画総務部　企画推進課　課長
岩　谷　直　柔 大田東支店　　支店長 大田東支店　支店長補佐
山　中　一　平 高山支店　　　支店長 高山支店　　支店長補佐
花　田　健　司 大田北支店　　支店長補佐 高山支店　　支店長
恒　松　晃　子 大田東支店　　支店長補佐 大田北支店　支店長補佐
田　中　　　卓 高山支店　　　支店長補佐 三瓶支店　　支店長補佐
楫　　　浩　延 三瓶支店　　　業務係長 金融共済部　金融課　業務係長

定年再雇用　（嘱託職員）� 令和元年９月１日付
氏　名 新 部 署

大　野　浩　三 営農経済部　農産課
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企画総務部
部長
 安江 浩樹

総務課 ◎坂本 浩

本店勤務：☆下垣 清剛 ◇細田 睦雄 ◇山﨑 眞男 ○亀岡 隆行 ○山﨑 美智香 山崎 晋治
 岩本 麻衣子 《隅田 優子》
出　　向：◆和田 謙一郎 馬木 竜志 福間 優斗 《舟木 義一》 （松原 潔孝） （渡邊 志津子）

○岩谷 佳寛 《古谷 正弘》 （藤田 百合江） （那須 直子）

企画推進課 ◎大原 弘行 ○岡田 憲和 神移 奈央子 長島 凌哉

ふれあい課 ◎塚本 裕子 《山根 忍》 《平田 晋嗣》 《森田 久美》
（岩谷 築枝） （山﨑 明美）

金融共済部
部長
 上野 昌宏

金融課
（年金相談センター） ◎西村 雄一 ○山崎 千春 西村 春美 （盛 礼子）

融資課
（ローン相談センター）

◎佐々木 千恵 ○日野 康隆

共済課 ◎坂根 俊一 ◇矢田 哲夫 ○中村 慎一郎 （生越 知佳子） （中本 等子）

営農経済部
部長
 谷本 康治

農産課 ◎吉川 崇 奈義良 崇 奥 孝明 原田 翼
《山根 久義》 《大野 浩三》 （伊勢 恵子）

生産販売課 ◎堀 寛史

★正職員
男性 77名
女性 25名

合計 102名

★準職員
男性 3名

合計 3名

★嘱託職員
男性 18名
女性 4名

合計 22名

★契約職員
男性 20名
女性 57名

合計 77名

【総合計】
男性 118名
女性 86名

合計 204名

○渡邊 智美 ○高野 洋平 林 隆幸 市川 雄規
森山 貴史 福間 悠生 長見 貴幸 森山 烈

《松本 渉》 （笠岡 隆） （宅和 千亜紀） （松本 美津枝）

畜産課 ◎岩谷 健一 ○安田 宗繁 ○宇谷 祐介 長迫 里沙
《土江 博》 （大野 淳） （木村 早央里） （田中 健）

営農推進資材課 ◎江下 広哉 ◆福島 譲 ◆稗田 正男 ○原田 勲 松本 賢悟
下垣 幸大

《恒松 一博》 （山本 誠一） （林 博美） （田中 恵）
（森本 幸子） （清水 祐子） （大屋 由美子）

JAグリーン ◎山本 淳 □松田 修司 ［中前 博統］ ［中島 真光］ 《丹波 泰雄》
（木下 恭子） （宇谷 恵子） （木村 三栄子） （東 涼古）
（多久 祐子） （尾田 磨季） （和田 千春） （西村 哲美）
（白石 聡史） （立脇 浩司） （津村 美鈴） （内田 雅彦）

生活典礼課 ◎月森 修一 ◇岩野 和久
（菅 真章） （田中 光） （尾崎 利文） （大迫 和正）
（森本 道子） （山下 千春） （小笠原 実龍） （稲田 祐治）
（後根 佳美） （月森 友子） （田原 義人） （室田 正史）
（滑 友彰） （松浦 弥寿男）

自動車課 ◎天野 隆明 《角田 聡》 《長谷 和孝》 《原田 幸男》 《岩谷 誠》
《船田 利久》 《髙野 隆之》 （田川 栄一） （小谷 直子）

農業機械課 ◎大国 栄伸 ○前島 友樹 ○林 真 ［岩井 基高］
《栗栖 昌亘》 《森川 真博》 （田原 憲子） （重田 真由美）

☆部長補佐　◎課長・店長・支店長　◇課長補佐・支店長補佐　○係長　◆審査役　□考査役　■調査役　［ ］準職員　《 》嘱託職員　（ ）契約職員

大田中央支店 ◎山根 むつみ ◇恒松 哲也 ○小野 寿稔 ○松浦 菜摘子 ○鳥屋尾 研
島田 賢史 原 聖菜 吉田 健人 川本 小百合

（山田 博子） （坂根 真由美） （水瀧 歩）

購買店舗 富山：（白石 典子） 井田：（北野くる美）

すいせんの里 （森 弘枝）

ふれあいの森店 （川平 敦子） （稗田 みゆき）

大田北支店 ◎中尾 浩司 ◇花田 健司 ○田中 直美 ○高田 晋吾 田中 ゆうこ
原 沙由花 神田 真哉 山下 里穂 井上 拓雲

《塚田 あけみ》 （井上 玲子） （勝部 勝枝） （山下 歩）

大田東支店 ◎岩谷 直柔 ◇恒松 晃子 ○鎌田 貴之 ○山下 明博 千賀 美幸
黒崎 泰史 森田 真央 大岡 翔平 岡 果歩

（中村 康夫） （福田 美津子） （田中 恵利香） （栁井 有穂）
（田中 千聖）

三瓶支店 ◎福田 秀樹 ○楫 浩延 芦原 大知
（大谷 廣美） （熱田 知美） （林 優子）

高山支店 ◎山中 一平 ◇田中 卓 下垣 香 （坂牧 サカエ） （金盛 圭子）

温泉津支店 ◎高橋 謙一 ◇山田 夕子 熱田 悠介 有馬 克成
《泉 和子》 （山本 真紀子） （吉原 まゆみ）

仁摩支店 ◎渡邊 潤 ◇谷口 知加恵 ○宮原 勝 ○湯川 才恵 吉村 拓朗
北原 裕己 （花田 鈴子） （高橋 香織）

統括部長
（企画総務部長  兼務）
  安江 浩樹

本部長
山﨑 辰次

令和元年９月１日

石見銀山地区本部
機構と職員配置表
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中国・四国地区
JA青年大会への出場が決定
JAしまね石見銀山青年連盟（以下、農青連）は８月23日、

隠岐郡隠岐の島町の隠岐島文化会館で開かれた島根県JA青
年大会に出場しました。
農青連は、組織の活動を発表する『組織活動実績発表』の

部に出場。
農青連とJAしまね石見銀山女性部が連携して活動する親

子参加の食農料理体験『とって！つくって！たべよう！』の
取り組みを発表しました。
審査の結果、農青連は最優秀賞を受賞し、11月６日に香

川県高松市で開催される『中国・四国地区JA青年大会』に出
場することとなりました。
８月26日には、渡邊徹委員長がJA石見銀山地区本部に最

優秀賞受賞の報告に訪れ、「中国・四国地区大会でも堂々と
発表ができるよう、練習に励みたい」と話しました。

島根県JA青年大会でJAしまね石見銀山青年連盟が『最優秀賞』を受賞

山﨑辰次常務理事本部長（右）に、
受賞の報告を行う渡邊委員長（中央）

組織活動実績発表を行う渡邊委員長

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は
8
月
17

日
に
、
第
3
回
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。

参
加
者
親
子
は
、
6
月
に
地
区
本
部

ほ
場
に
植
え
た
ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ピ
ー
マ
ン
を
収
穫
。「
大
き
く
育
っ
て

い
て
、
び
っ
く
り
し
た
」な
ど
感
想
を

話
し
な
が
ら
、
親
子
で
収
穫
を
楽
し
み

ま
し
た
。

一
行
は
、
収
穫
が
終
わ
る
と
三
瓶
町

の
か
じ
か
農
園
に
て
、
わ
さ
び
棚
を
見

学
。
農
園
を
営
む
景
山
悟
至
さ
ん
が
、

わ
さ
び
が
で
き
る
過
程
を
参
加
者
に
説

明
し
ま
し
た
。

わ
さ
び
棚
見
学
の
後
は
、
同
町
の
三

瓶
山
北
の
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
飯
ご
う

炊
飯
、
カ
レ
ー
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

カ
レ
ー
の
ル
ー
以
外
は
全
て
大
田
市
産

の
食
材
を
使
い
、
参
加
親
子
が
収
穫
し

た
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
も
登
場
し
ま
し
た
。

地
元
の
和
牛
で
あ
る
石
見
銀
山
和
牛
も

焼
肉
と
し
て
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
し
た

親
子
は「
ご
飯
が
と
て
も
美
味
し
く
て
、

夏
休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」と

話
し
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

地
産
地
消
で

野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

の
青
年
部
4
名
が
大
田
産
ぶ

ど
う
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
大
田
市

役
所
を
訪
れ
、
小
野
健
青
年

部
長
が
、
7
月
中
旬
よ
り
出

荷
が
始
ま
っ
た『
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
』を
楫
野
弘
和

大
田
市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

試
食
し
た
楫
野
市
長
は

規
就
農
者
』
や『
雇
用
』

の
側
面
か
ら
、
現
在
の
苦

労
し
て
い
る
点
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。楫

野
市
長
は「
い
ろ
ん

な
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ
て

後
継
者
対
策
や
雇
用
対
策

を
考
え
て
い
き
た
い
」と

応
え
ま
し
た
。

楫野市長（左から２人目）に『シャインマスカッ
ト』を贈呈する小野青年部長（右から３人目）

　
大
田
市
肉
用
牛
改
良
組
合
は

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
に
お

い
て
、
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

坂
本
静
雄
組
合
長
は「
鹿
児

島
全
共
に
向
け
、
生
産
者
一
丸

と
な
っ
て
、
畜
産
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
共
進
会
や
視
察
を

通
し
て
、
地
域
の
畜
産
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
青

年
連
盟
は
8
月
27
日
、
大
田

パ
ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
、
交

流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
和
江
漁
協
青
年
部

の
部
員
も
参
加
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

渡
邊
徹
委
員
長
は「
今
日

の
交
流
を
機
会
に
、
漁
協
青

年
部
の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に

活
動
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

「
毎
年
知
り
合
い
に
も
大
田

の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を

贈
っ
て
い
る
。
と
て
も
甘
く

て
美
味
し
い
」と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

楫
野
市
長
か
ら
、
現
在
、

同
組
合
が
取
り
組
ん
で
い
る

『
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
』の
進
捗

に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、『
新

総会の様子
挨拶を述べる渡邊委員長

市
長
が
採
れ
た
て
の

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
味
わ
う

● 

大
田
市
長
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
贈
呈

1
TOPICS

和
江
漁
協
青
年
部
も
参
加

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
青
年
連
盟
交
流
会

3
TOPICS

更
な
る
畜
産
振
興
を
図
る

● 

第
34
回
大
田
市
肉
用
牛
改
良
組
合
総
会

2
TOPICS

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
９
月
２
日
、
久
手
町
の
刺

鹿
米
倉
庫
で
、
令
和
１
年
産

米
の
米
検
査
を
開
始
し
ま
し

た
。初

日
は
、
う
る
ち
米『
コ

シ
ヒ
カ
リ
』等
の
農
産
物
検

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
１
年
産
に
つ
い
て
は
、

日
照
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
が
、『
や
や
良
』の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
の
天

り
』実
現
の
た
め
、
平
成
27

年
か
ら
米
出
荷
者
に
、
1
・

9
㍉
ふ
る
い
目
の
導
入
を
呼

び
か
け
て
お
り
、Ｊ
Ａ
の『
農

業
振
興
支
援
事
業
』、
県
の

『
農
林
水
産
業
振
興
が
ん
ば

る
地
域
応
援
総
合
事
業
』を

活
用
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今

年
度
は
、
管
内
６
箇
所

の
検
査
場
で
、
11
月
末
ま
で

検
査
を
行
う
予
定
で
す
。

検査を行う検査員

管
内
6
箇
所
で
11
月
末
ま
で

● 

米
検
査
始
ま
る

4
TOPICS候

不
順
等
に

よ
る
品
質
の

低
下
に
注
意

が
必
要
で
す
。

同
地
区
本

部
の
山
﨑
辰

次
常
務
理
事

本
部
長
は

「
生
産
者
の

所
得
向
上
に

つ
な
が
る
指

導
を
お
願
い

す
る
」と
話

し
ま
し
た
。

同
地
区
本

部
で
は『
売

れ
る
米
づ
く
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■「
地
サ
ン
地
シ
ョ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
」の
料
理
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
行

事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。

�

（
O
さ
ん
）

■
8
月
号
の「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」の
答
え
の「
サ
フ
ァ
イ
ア
」

は
、
９
月
の
誕
生
石
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
王
室
で
、
故
ダ
イ
ア
ナ

妃
が
皇
太
子
か
ら
贈
ら
れ
た
サ
フ
ァ
イ
ア
で
有
名
に
な
っ
た
こ
と

を
憶
え
て
い
ま
す
。�

（
W
さ
ん
）

■
や
っ
と
涼
し
く
な
り
、
秋
の
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
は

猪
に
や
ら
れ
、
今
年
は
水
不
足
。
年
々
、
体
力
も
な
く
な
り
、
お

米
を
い
つ
ま
で
作
り
続
け
ら
れ
る
か
心
配
で
す
。
で
も
、子
ど
も
・

孫
た
ち
に
は
、
少
し
で
も
美
味
し
い
我
が
家
の
お
米
を
食
べ
さ
せ

た
い
。
こ
の
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。
新
米
、
待
っ
て
て
ネ
！

�

（
Y
さ
ん
）

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
…
」と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
が
、
秋
分
の
日
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
先
祖
を
敬
う
」等
の
趣
旨
の
も
と
、
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

と
い
っ
て
も
、大
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
は「
中
日
つ
ぁ
ん（
彼

岸
市
）
」の
方
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

お
小
遣
い
を
握
り
し
め
、
商
店
街
を
歩
き
回
っ
た
こ
と
が
思
い

出
で
す
。

■
地
元
特
産
の
ぶ
ど
う
、
メ
ロ
ン
を
中
元
と
し
て
娘
、
知
人
宅
に

送
り
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
来
年
も
よ
ろ

し
く
と
の
こ
と
で
し
た
。�

（
M
さ
ん
）

■
台
風
が
来
な
い
よ
う
に
祈
っ
て
ま
す
。�

（
S
さ
ん
）

■
毎
年
、宿
根
ア
サ
ガ
オ
を
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
と
、苗
を
買
っ

て
植
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
昨
年
花
を
咲
か
せ
た
株
が
冬

を
越
し
、
今
、
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
い
て
、
毎
日
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
花
が
終
わ
り
、
ツ
ル
を
切
っ
た
後
の
株

は
枯
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
雪
が
少
な
か
っ
た
せ
い
な
の
か
、
株

か
ら
新
芽
が
出
て
、
ツ
ル
を
伸
ば
し
て
花
が
咲
き
ま
し
た
。
朝
か

ら
夕
方
に
か
け
て
色
が
変
わ
る
の
で
、
見
て
い
て
お
も
し
ろ
い
で

す
。
今
年
の
冬
も
越
し
て
、
来
年
も
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
K
さ
ん
）

■
今
年
の
夏
は
日
照
不
足
な
ど
あ
っ
た
け
ど
、
ス
イ
カ
は
今
ま
で

以
上
に
小
ぶ
り
だ
け
ど
た
く
さ
ん
で
き
、
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。

�
（
M
さ
ん
）

■
飼
い
始
め
た
き
っ
か
け
は「
可
愛
く
て
、大
人
し
く
て
、人
懐
っ

こ
い
か
ら
」だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
10
数
頭
は
飼
っ
て

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
除
草
の
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。
山
羊
の
話
で
す
。�

（
S
さ
ん
）

読 者 コ ー ナ ー
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院
　
長

福ふ
く

田だ

　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ８月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

８月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 17 1,084,320 545,400 707,718 50,257 27,395 294 289
中央 105 1,242,000 360,720 668,664 -23,523 -35,955 280 279
県 105 1,242,000 360,720 668,664 -1,368 -35,955 280 279

ヌキ
管内 18 1,013,040 396,360 773,460 -43,560 -17,023 296 274
中央 113 1,013,040 396,360 787,836 -36,390 -3,045 300 273
県 113 1,013,040 396,360 787,836 -20,162 -3,045 300 273

【ヌキ】 【メス】

目
的
と
結
果
の
違
い
に
唖
然
と

運
動
や
食
事
制
限
で
体
重
が
減
る

と
、
つ
い
つ
い
も
う
少
し
減
量
し
よ
う

と
い
う
欲
が
出
て
き
ま
す
。
運
動
、
食

事
制
限
の
両
方
を
強
力
に
進
め
れ
ば
、

当
然
な
が
ら
早
く
体
重
は
減
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
高
年
で
こ
れ
を
す
る
と
、

思
わ
ぬ
弊
害
が
出
て
き
ま
す
。
以
下
、

典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
の
紹
介
で
す
。

歩
行
時
間
を
倍
に
し
て
、
食
事
を
半

減
し
て
、
２
週
間
。
体
重
が
一
気
に
５

㎏
程
度
減
っ
た
頃
か
ら
、
何
と
な
く
耳

閉
感
と
耳
鳴
り
。
最
近
増
え
て
い
る
耳

管
開
放
症
か
も
。
首
や
喉
の
脂
肪
が
急

激
に
減
る
こ
と
で
、
口
と
耳
を
繋
ぐ
耳

管
と
い
う
管
が
開
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
、
耳
鳴
り
や
聴
こ
え
に
響
く
と
い
う

も
の
で
す
。
耳
鼻
科
の
領
域
で
は
、
中

高
年
の
急
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
代

表
的
な
疾
患
で
す
。
し
か
も
、
治
り
に

く
い
。

次
に
、
歩
い
て
い
て
何
と
な
く
足
の

裏
が
痛
い
。
行
軍
骨
折
か
も
。
長
時
間

の
歩
行
な
ど
で
、
足
の
指
の
骨
に
負
担

が
か
か
っ
た
結
果
の
疲
労
骨
折
で
す
。

骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
が

調
子
込
ん
で
、
急
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

を
す
る
と
危
な
い
で
す
。
折
れ
た
ら
、

ギ
ブ
ス
で
運
動
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。更

に
、
風
呂
上
が
り
に
鏡
を
見
て
、

顎
か
ら
首
、
お
尻
と
太
も
も
の
間
に
、

今
ま
で
は
無
か
っ
た
皺
が
。
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
急
激
な
皮
下
脂
肪
の

喪
失
に
皮
膚
の
戻
り
が
つ
い
て
い
け
ず

に
皮
膚
が
た
る
ん
で
し
ま
う
も
の
で
、

美
容
上
、
気
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
は
、
ド
カ
ン
と
脱
毛
で

す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
と
毛
根
に
栄
養

が
い
か
ず
、
髪
が
細
く
な
っ
て
透
け
て

き
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
止
め
る
と
戻

る
の
で
す
が
、
合
わ
せ
鏡
か
三
面
鏡
な

ど
で
確
認
し
な
い
と
、
結
構
酷
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
若
い
世
代
で
は
ま
ず
出

な
い
の
で
す
が
、
悲
し
い
か
な
、
恰
好

良
く
な
り
た
い
高
齢
者
で
は
出
て
し
ま

い
ま
す
。
目
的
と
結
果
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

目
が
点
に
な
り
ま
す
。
命
の
危
険
性
の

あ
る
肥
満
を
除
け
ば
、
月
に
５
㎏
な
ど

と
い
う
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
。
無
理
の
な
い
運
動
量
と
栄

養
障
害
の
出
な
い
食
事
を
ま
ず
は
継
続

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▶
次
回
も
頑
張
り
ま
す
。

▶
来
月
も
頑
張
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

富
山
町白

石　

理
來�

く
ん

水
上
町㈱

大
田
原
農
場

令
和
元
年
８
月
20
日

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 富山 白石　　祐 348 305 百合茂 勝忠平 安福久 百合茂

2 志学 高田　雅晴 310 256 幸紀雄 安福久 平茂勝 紋次郎

3 水上 ㈱大田原農場 301 304 幸紀雄 安福久 平茂勝 神高福

4 井田 吉田　淳一 291 243 久茂福 美国桜 百合茂 平茂勝

5 水上 ㈱大田原農場 329 291 美津照重 勝忠平 北国7の8 安福165の9

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 水上 ㈱大田原農場 337 297 百合茂 安福久 勝忠平 第５隼福

2 山口 大国　裕紀 288 254 諒太郎 美穂国 忠富士 福桜

3 富山 白石　健治 290 278 諒太郎 茂勝栄 茂重桜 糸光

4
水上 ㈱大田原農場 269 301 幸紀雄 安福久 平茂勝 金幸

富山 竹下　　満 271 288 芳之国 美津照重 安福久 金幸
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ＪＡしまね　石見銀山地区本部からのお知らせ

三菱UFJニコスギフトカード取扱い開始のお知らせ
JAグリーンおおだでは、三菱UFJニコスギフトカードの販売を始めまし

た。
三菱UFJニコスギフトカードは、スーパーやデパートなどで幅広くご利用

いただける全国共通商品券です。さまざまな贈り物に是非ご利用ください。
また、JAグリーンおおだ、すいせんの里では、お買い物の際にもご利用

いただけます。

※購入をご希望の方は、職員までお声掛けください。
※�すいせんの里では、三菱UFJニコスギフトカードの販売は行っておりま
せんのでご了承ください。

■お問い合わせ■　JAグリーンおおだ　☎ 0854-84-9130

レジシステムのメンテナンス等により、
10月1日（火）を臨時休業させていただきます。

お客様には、大変ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

JAグリーンおおだ・すいせんの里
臨時休業のご案内
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JAグリーンおおだ

10月1日（火）は、休業日です。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

「なんちゃって角寿司・お花のハンバーグ」
今月の料理

提供：石見銀山産直出荷者協議会

①なんちゃって角寿司
＜材料（６人分）＞
（酢飯）
　・米　４合	 ・だし昆布　２g
　　　・酢 大さじ４	 ・上白糖 大さじ９
　Ａ　・塩 小さじ２
（角寿司の具）
　・穴子　120g	 ・干ししいたけ　６g
　・にんじん（中）　１/３本	 ・ごぼう　１/３本
　・さつまあげ　50g
　 　・淡口醤油 大さじ１	 ・上白糖 大さじ1と1/2
　Ｂ　・酒 小さじ１	 ・みりん 小さじ１
　 　・干ししいたけの戻し汁 適量
　・卵（錦糸卵用）　２個　　・サラダ油　適量　　・いんげん　30g　　・さくらでんぶ　６ｇ
＜作り方＞
　❶   だし昆布を入れて米を炊く。炊き上がったごはんにAを混ぜ合わせて、酢飯を作る。
　❷   水で戻した干ししいたけ、にんじん、さつまあげは５㎜角に切り、ごぼうは笹がきにし、水にさらし

ておく。穴子は短冊に切る。
　❸   ❷の角寿司の具をBの調味料で甘辛く煮詰める。具の中からトッピング用の穴子を少量取り出しておく。
　❹   卵を溶いて焼き、錦糸卵を作る。いんげんは斜め切りにして茹でる。
　❺   タッパーにラップを敷き、穴子、いんげん、さくらでんぶ、錦糸卵⇒酢飯⇒角寿司の具⇒酢飯の順で

詰めていく。
　❻   形が崩れないように、ラップごとひっくり返し、皿の上に中身を出す。

②お花のハンバーグ
＜材料（６人分）＞
　・とんがりパワー（ジャンボピーマン）　３個　　・小麦粉　大さじ３　　・サラダ油　適量
　 　・牛肉ミンチ 300g　・玉ねぎ（中） １/２個　・卵 １個　・コーン缶 30g　・パン粉 大さじ３
　Ａ　・牛乳 大さじ１　・塩 ２つまみ　・こしょう 少々　・ナツメグ 少々
　Ｂ　・ケチャップ 大さじ３　・ウスターソース 小さじ２　・上白糖 小さじ１　・カレー粉 少々
＜作り方＞
　❶   とんがりパワーは１人２個になるように、1.5㎝幅の輪切りにする。玉ねぎはみじん切りにする。
　❷   とんがりパワーの内側に小麦粉をまぶす。
　❸   ボウルにAを入れ、混ぜ合わせる。
　❹   ❸をとんがりパワーに詰め、サラダ油を引いたフライパンで焼く。
　❺   Bの調味料を加熱してソースを作り、焼いたハンバーグにかける。

①

②

大田市立第一中学校 栄養教諭
　近藤　光央さん（右）
大田市学校給食センター 調理員
　藤原　孝司さん（左）

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間はいずれも９：00 ～ 15：00

10月 6日（日）JA三瓶支店 ☎0854-83-2001
10月27日（日）JA大田中央支店 ☎0854-82-0105
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